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ＰＬＣのデバイスからデータ表示のオーバラップ画面を表示する設定例

作成日作成日作成日作成日：２０１４／１１／１２：２０１４／１１／１２：２０１４／１１／１２：２０１４／１１／１２

B12-CL 1411-008-16

ここをクリック

・オーバラップ設定でＮｏ．０をチェックし、ノーマルを選択。

・オーバラップアイコンをクリックして、

オーバラップ設定を表示します。

・オーバラップ（ノーマル）を、

このままベース画面に配置します。
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ここをクリック

・データ表示アイコンをクリックして、

数値表示の設定を表示します。

・表示するメモリとしてＰＬＣのデータレジスタを指定。

この場合はＤＴ３２０を設定。

設定後、オーバラップ画面Ｎｏ．０に配置します。
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・マクロモードを使って任意のＰＬＣのデバイスのＯＮ、ＯＦＦで、

オーバラップ画面の表示・消去をします。

・先ずパーツのマクロをクリックします。

マクロ設定が表示されますので、ＰＬＣのデバイスを設定します。

例えば、内部リレーならＲ１１０。データレジスタのビットなら

ＤＴ５１００－０２（ＤＴ５１００の２ビット目を表す）を入力。

・ＯＮマクロ（接点やビットがＯＮに立ち上がった時実行）

ＯＦＦマクロ（接点やビットがＯＦＦに立ち下がった時実行）

をそれぞれマクロプログラムを作成登録します。

例では、＄ｕ００１１０にオーバラップ画面Ｎｏ．０を

＄ｕ００１１１は１で表示、０で消去のデータになります。

オーバラップ表示用コマンドはＳＹＳ（ＯＶＬＰ＿ＳＨＯＷ）です。

どちらか
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